
■くらしのインフォメーション■全国一斉秋季火災予防運動 
11月9日（月）～ 15日（日）

  全国統一標語   
　　『無防備な 心に火災が かくれんぼ』
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が発生しやす
くなります。一人ひとりが火の取り扱いに十分注意
し、火災予防に努めましょう。

【住宅防火 いのちを守る  7 つのポイント】
◆ 3 つの習慣
　・寝たばこは、絶対やめる。
　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使う。
　・ガスこんろ等のそばを離れる時は、必ず火を消す。
◆ 4 つの対策
　・逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
　・	寝具･衣類･カーテンからの火災を

防ぐため、防炎品を使用する。
　・	火災を小さいうちに消すため、住宅

用消火器等を設置する。
　・	お年寄りや身体の不自由な人を守る

ため、近隣所の協力体制をつくる。
問合せ＝奈良県広域消防組合	大和郡山消防署（☎59-1289）

陸上自衛隊高等工科学校生徒を  
募集します

資 格＝平成28年4月1日現在、15歳以上17歳未満の
男子で、中学校卒業者（平成28年3月に中学校卒業
見込みの人を含む）

申込＝11月1日（日）～平成28年1月8日（金）（必着）
第1次試験日＝平成28年1月23日（土）
※	自衛官候補生（平成28年4月1日現在、18歳以上
27歳未満の男子）も年間を通じて受付しています。

詳細･問合せ＝自衛隊奈良募集案内所
　（☎0742-27-5701）	 （市民課）

耐震工事に伴う  
三の丸会館 全館休館のお知らせ

【休館期間】12月1日（火）から
 平成28年9月30日まで（予定）
　工事が終了次第、開館しますので、市ホームページ
等でご確認ください。
　みなさんのご理解ご協力をお願します。
※	休館中の事務所は市役所４階に移転します。これに
伴い、休館日は土曜･日曜と祝日に変更します。

詳 細･問合せ＝中央公民館（三の丸会館）	
（☎53-5350）

食品に異物（虫･歯など）が混入しているといっ
た相談や、すでにその商品を購入した販売店に異
物混入の申し出を行ったが、対応に納得できない
といった相談が寄せられています。
食品は健康被害に直結するもので、安全なもの

でなければなりません。しかし食品業界や外食業界
が徹底的な衛生管理体制を整えても、虫などの異
物混入を根絶することは難しいといわれています。
過去には、消費者と事業者の過剰で過敏な反応
により、健康被害に影響を及ぼす程には至らない
食品なども、異物混入を原因とした回収や販売中
止になり、それらの食品が大量に廃棄されていま
す。環境や経済的な面から考えれば大変な損失で
す。外食業界でも、従来の自主基準に従った対応
では、消費者から批判を受け、異物混入への対応
の見直しが検討されています。誰もがインター
ネットを利用するようになった今、販売店や製造
メーカーにクレームを言う前にネットで異物混入
の事実を書き込み、対応に遅れた事業者をやり玉
に挙げるといったことも起こっています。
食品への異物混入が生じたときには、同種・類
似の事由が多く発生し、健康被害の拡大が懸念さ
れるのかを検証し、それらの心配がなければ、消
費者、事業者、いずれも冷静な対応が必要とされ
るのではないでしょうか。異物混入による自主回
収基準は各事業者が定めており、法律による基準
はありません。
ちなみに、厚生省は「食品等事業者が実施すべ
き管理運営基準に関する指針（ガイドライン）」の
中で、健康被害につながる恐れが否定できないも
のかどうかについては個別具体的に判断されるべ
きものとしていますが、金属片やガラス片等は異
物として、苦情の件数にかかわらず、保健所への
報告対象としています。

ひとりで悩まないで

わたしたちに
ご相談ください！

大和郡山市消費者センター 
☎ 53-1583（内線 244）
相談受付 月～金曜日
　　　　 9 時～ 16 時

食品への異物混入
について
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